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「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が

12
月
14
日
、
東
京
・
首
相
官
邸
で

開
か
れ
、
２
０
１
８
年
度
政
府
予

算
編
成
を
巡
っ
て
全
国
町
村
会
長

の
荒
木
町
長
は
子
育
て
、
人
材
育

成
へ
の
支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
が
冒
頭
、「
め

り
は
り
の
利
い
た
予
算
編
成
を
行

必
要
性
を
強
調
、「
い
ざ
と
い
う

時
の
『
頼
れ
る
場
』
が
あ
る
べ
き

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

政
府
が
打
ち
出
し
た
幼
児
・
高

等
教
育
の
無
償
化
な
ど
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、
介
護

現
場
の
人
材
が
不
足
し
て
い
た
り
、

待
機
児
童
が
多
か
っ
た
り
と
地
域

差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
方
側

は
地
域
の
実
情
次
第
で
取
り
組
め

る
規
制
緩
和
や
財
政
支
援
を
要
請

し
ま
し
た
。

う
」
と
説
明
。
地
方
６
団
体
側
が

地
方
交
付
税
な
ど
自
治
体
に
と
っ

て
自
由
に
使
え
る
一
般
財
源
の
十

分
な
確
保
を
要
請
す
る
中
、
荒
木

町
長
は
保
育
所
な
ど
子
育
て
の
受

け
皿
整
備
、
経
済
負
担
の
軽
減
の

が
12
月
26
日
に
発
表
し
た
15
年
国

勢
調
査
の
確
定
値
を
基
準
に
算
出

し
た
17
年
10
月
１
日
現
在
の
県
推

計
人
口
に
よ
り
ま
す
と
、
人
口
が

増
加
し
た
の
は
県
内
45
市
町
村
の

う
ち
嘉
島
町
と
合
志
、
熊
本
の
両

市
な
ど
５
市
町
。
ま
た
、
嘉
島
町

の
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
の
割

合
は
、
県
内
市
町
村
の
中
で
５
番

目
に
低
い
27
・
０
％
で
し
た
。

　

な
お
、
県
の
総
人
口
は
前
年
か

ら
９
０
２
０
人
減
っ
て
１
７
６
万

５
５
１
８
人
、
７
年
連
続
の
減
少

で
す
。
こ
の
う
ち
老
年
人
口
は

53
万
４
７
１
人
、
率
に
し
て
30
・

０
％
（
対
前
年
比
０
・
５
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
、
人
づ
く
り

町
長
、
支
援
求
め
る

国
と
地
方
の
協
議
の
場

　

嘉
島
町
の
２
０
１
７
年
の
総
人

口
は
９
０
６
０
人
（
男
性
４
３
３

１
人
、
女
性
４
７
２
９
人
）
で
前

年
か
ら
92
人
増
加
し
ま
し
た
。
県

嘉
島
町

老
年
人
口 

27
・
０
％

荒
木
町
長
（
左
端
）
が
全
国
町
村

会
長
と
し
て
安
倍
首
相
ら
（
右
側
）

に
要
望
し
た

　

震
災
復
興
の
視
察
の
た
め
来
熊

し
た
奥
野
信
亮
総
務
副
大
臣
が
12

月
20
日
、
嘉
島
町
役
場
を
訪
れ
、

荒
木
町
長
は
じ
め
町
幹
部
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

奥
野
副
大
臣
は
熊
本
地
震
や
九

州
北
部
豪
雨
に
触
れ
、「
地
震
に

見
舞
わ
れ
た
嘉
島
町
が
震
災
か
ら

得
た
教
訓
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

そ
し
て
震
災
、
復
興
の
体
験
を
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
求

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
荒
木
町
長
は

「
何
よ
り
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
に
尽
き
る
」
と
心
の
通
っ
た

復
旧
・
復
興
の
意
義
を
強
調
。
そ

の
上
で
、
町
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

使
っ
て
目
下
進
め
る
地
域
づ
く
り

の
取
り
組
み
な
ど
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
副
大
臣
視
察
に
は
消
防

庁
の
緒
方
俊
則
次
長
ら
も
同
行
。

引
き
続
き
益
城
町
、
南
阿
蘇
村
を

見
て
回
っ
た
ほ
か
、
県
庁
で
は
蒲

島
郁
夫
知
事
と
懇
談
し
ま
し
た
。

＝
写
真
下
は
意
見
交
換
の
様
子

総
務
副
大
臣
来
庁

町
長
ら
町
幹
部
と

復
興
で
意
見
交
換

嘉
島
町
を
訪
れ
た
奥
野
総
務
副
大
臣
を
案
内
す
る
荒
木
町
長
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２
年
前
の
熊
本
地
震
に
伴
う
住

ま
い
再
建
支
援
に
乗
り
出
し
た
熊

本
県
が
昨
年
末
、
新
た
に
打
ち
出

し
た
被
災
者
支
援
策
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
今
な
お
２
７
０
余

り
の
世
帯
が
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
嘉
島
町
も
、
県

の
支
援
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　
　

◇

　

ま
ず
、
義
援
金
で
す
。

　

県
の
新
た
な
方
針
に
よ
り
ま
す

と
、
熊
本
地
震
に
伴
っ
て
県
と
日

本
赤
十
字
社
、
共
同
募
金
会
に
寄

帯
に
は
、
町
が
通
知
を
行
い
、
登

録
さ
れ
た
口
座
に
追
加
分
が
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
支
援
枠
に
該
当
す

る
町
内
の
対
象
「
解
体
世
帯
」
は
、

２
５
３
世
帯
に
上
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

◇　
　

◇

　

ま
た
、
義
援
金
に
関
し
、
県
は

震
災
に
伴
う
家
屋
修
理
費
に
百
万

円
以
上
掛
か
っ
た
一
部
損
壊
世
帯

へ
の
義
援
金
10
万
円
支
給
の
申
請

期
限
を
２
０
１
９
年
３
月
末
ま
で

１
年
延
長
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

支
給
申
請
は
当
初
18
年
３
月
末

ま
で
市
町
村
で
受
け
付
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
業
者
不

せ
ら
れ
た
義
援
金
の
配
分
に
当
た

り
、
住
宅
半
壊
で
や
む
を
得
ず
解

体
し
た
世
帯
へ
の
支
援
枠
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
全
壊
と
同
額
の
80
万

円
に
な
る
よ
う
追
加
配
分
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
被
災
者
生

活
支
援
法
で
規
定
さ
れ
た
「
解
体

世
帯
」。
既
に
大
規
模
半
壊
・
半

壊
と
し
て
義
援
金
40
万
円
を
受
け

取
っ
て
い
る
世
帯
に
40
万
円
が
追

加
配
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

改
め
て
申
請
す
る
と
い
っ
た
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
世

足
な
ど
の
影
響
で
工
事
が
遅
れ
が

ち
な
事
情
が
考
慮
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
申
請
に
当
た
っ
て
は
修
理
代

金
の
領
収
書
お
よ
び
見
積
書
の
提

出
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
昨
年
末
ま
で
に
、

２
２
３
件
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

加
え
て
全
壊
、
半
壊
世
帯
へ
の

義
援
金
申
請
と
、
30
万
円
か
ら
百

万
円
未
満
の
一
部
損
壊
世
帯
へ
の

義
援
金
申
請
も
同
様
に
１
年
間
延

長
さ
れ
ま
す
。

　

◇　
　

◇

　

ま
た
、
被
災
し
た
住
宅
の
公
費

に
よ
る
応
急
修
理
に
つ
い
て
も
、

県
は
市
町
村
が
請
け
負
う
修
理
の

完
了
期
限
を
延
長
し
て
２
０
１
９

年
３
月
13
日
に
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。

　

災
害
救
助
法
に
よ
り
ま
す
と
、

住
ま
い
が
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半

壊
し
た
場
合
、
市
町
村
が
57
万
６

千
円
を
上
限
に
修
理
を
実
施
。
た

だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
県
が
設
定
し

た
期
限
内
に
完
工
し
な
け
れ
ば
、

支
援
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
応
急
修
理
の
申
し
込
み

は
17
年
４
月
で
締
め
切
ら
れ
て
お

り
、
嘉
島
町
の
修
理
申
し
込
み
は

２
７
９
世
帯
で
、
完
了
率
は
17
年

12
月
末
現
在
、
90
・
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町

の
国
指
定
史
跡
「
井
寺
古
墳
」
な

ど
の
修
復
方
法
な
ど
を
検
討
す
る

文
化
庁
の
「
装
飾
古
墳
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）」（
座
長
・

甲
元
眞
之
熊
本
大
名
誉
教
授
）
の

会
合
が
12
月
19
日
、
熊
本
県
庁
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

装
飾
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
古

墳
内
部
に
関
し
、
町
が
提
供
し
た

３
次
元
デ
ー
タ
を
使
っ
て
石
材
が

地
震
で
動
い
た
状
況
を
分
析
。
古

墳
の
変
形
が
確
認
で
き
る
画
像
が

示
さ
れ
、「
最
大
40
㌢
動
い
て
い

る
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
寺
古
墳
の
石
室
は
積
み
石
と

組
み
合
わ
せ
式
の
天
井
石
で
で
き

て
お
り
、
会
合
メ
ン
バ
ー
か
ら
は

「
古
墳
が
崩
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

驚
き
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
中
に
も
報
告
書

が
ま
と
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

文化庁「装飾古墳ワーキンググループ」の会合で
熊本地震の被災状況が確認された嘉島町の井寺古墳

県
、
相
次
ぎ
支
援
策

県
、
相
次
ぎ
支
援
策

震

災

震

災

被
災
者

被
災
者

井
寺
古
墳
の
変
形
確
認

井
寺
古
墳
の
変
形
確
認

文
化
庁

文
化
庁

Ｗ

Ｇ

Ｗ

Ｇ

義援金配分で新たな枠義援金配分で新たな枠
修理費の申請１年延長修理費の申請１年延長
公費応急修理の期限も公費応急修理の期限も
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「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
も
祝
福

嘉
島
町
民
会
館
で
開
か
れ
た
町
成
人
式
の
式
典
に
引

き
続
き
行
わ
れ
た
記
念
撮
影
か
ら　

久
々
の
再
会
に

和
気
あ
い
あ
い
。
ス
ー
ツ
や
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ

写
真
左
は
嘉
島
東
小
校
区
、
写
真
下
が
嘉
島
西
小
校

区
の
そ
れ
ぞ
れ
新
成
人
の
皆
さ
ん
。

　新成人の皆さんには町や区長会などからの
記念品に加え、人気漫画キャラクターのイラ
スト入りクリアファイルもプレゼントされま
した。熊本市出身の漫画家、尾田栄一郎さん
の「ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ（ワンピース）」連
載がスタートした 1997 年に新成人が誕生し
たというつながりで、県が震災復興プロジェ
クトの一環として企画しました。主人公のル
フィたちが描かれています。

は
じ
け
る
笑
顔

は
じ
け
る
笑
顔　
　

大
人
の
自
覚
も

大
人
の
自
覚
も

困
難
か
ら
立
ち
上
が
る
力

困
難
か
ら
立
ち
上
が
る
力

思
い
や
る
あ
た
た
か
さ
で

思
い
や
る
あ
た
た
か
さ
で

思わぬ贈り物思わぬ贈り物

地
域
の
力
に
な
り
た
い

地
域
の
力
に
な
り
た
い
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年
を
来
年
迎
え
る
こ
と
に
触
れ
、

「
嘉
島
は
明
治
維
新
百
年
を
機
に

町
制
を
施
行
、
今
年
は
維
新
１
５

０
年
の
節
目
。
人
生
の
節
目
に
当

た
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
維
新

の
志
士
た
ち
の
よ
う
に
志
を
高
く

掲
げ
、
そ
の
実
現
へ
邁ま
い

進
し
て
く

だ
さ
い
」
と
成
人
と
し
て
の
社
会

へ
の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
前
の
熊
本
地
震

を
振
り
返
り
、
髙
野
隆
教
育
長

が
「
周
囲
の
方
々
と
の
絆
を
見
つ

め
直
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

た
く
ま
し
く
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
、

川
上
國
治
町
議
会
議
長
も
「
町
の

復
興
か
ら
、
さ
ら
な
る
発
展
へ
一

緒
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表

し
て
大
貝
知
加
さ
ん
が
大
人
の
仲

間
入
り
の
決
意
を
交
え
、
お
礼
を

述
べ
、
日
𠮷
達
哉
さ
ん
が
飲
酒
運

転
や
暴
走
運
転
を
一
掃
し
て
事
故

の
な
い
安
全
な
嘉
島
町
づ
く
り
を

誓
う
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
、
式

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

日
生
ま
れ
の
97
人
（
男
性
53
人
、

女
性
44
人
）
で
す
。
こ
の
う
ち
式

典
会
場
の
町
民
会
館
に
は
、
き

り
っ
と
し
た
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な

晴
れ
着
姿
の
85
人
（
同
47
人
、
同

38
人
）
が
顔
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

荒
木
泰
臣
町
長
が
町
制
施
行
50

　

誰
に
と
っ
て
も
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
２
０
１
６
年
４

月
に
起
き
た
熊
本
地
震
。
嘉
島
町

の
震
災
の
傷
跡
な
ど
か
ら
、
私
は

復
興
の
道
の
り
は
簡
単
で
は
な
い

と
痛
感
す
る
一
方
、
困
難
な
状
況

の
中
、
立
ち
上
が
る
人
々
の
「
力
」

と
、誰
か
を
思
う
「
あ
た
た
か
さ
」

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。（
中

略
）
震
災
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
、

社
会
で
生
き
る
一
人
の
人
間
と
し

て
地
域
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
活
力
あ
ふ
れ
る
空
間
に
す
る
た

め
に
、
地
域
へ
貢
献
で
き
る
人
間

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
先
に

は
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
か
ら
多
く

の
方
へ
活
力
を
お
届
け
で
き
る
人

間
に
。
未
熟
な
私
た
ち
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ど
ん
な
困
難
な
状
況
で

も
人
は
立
ち
上
が
る
力
が
あ
る
こ

と
を
信
じ
、
ま
た
お
互
い
を
思
い

合
う
あ
た
た
か
さ
を
忘
れ
ず
、
ふ

る
さ
と
に
活
力
を
生
み
出
し
、
ふ

る
さ
と
と
全
国
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋

と
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

　
「
成
人
の
日
」
に
先
駆
け
、
嘉

島
町
成
人
式
が
１
月
７
日
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
の
新
成
人
は
１
９

９
７
年
４
月
２
日
〜
98
年
４
月
１

新
成
人　

代
表
謝
辞
（
要
約
）

 大貝 知加さん

新
成
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
交
通
安
全
を
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
捉
え
て
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
ま
す
―
な
ど
と
訴
え
た

交通安全宣言

 日𠮷 達哉さん

新成人代表に記念品を贈る荒木町長

嘉島町成人式 大人の仲間入り85人 一堂に

志高く邁進を志高く邁進を
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の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

受
講
生
た
ち
は
雪
の
せ
ん
べ
い

や
ベ
ル
の
形
を
し
た
菓
子
、
手
作

り
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
で
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
、
一
人
一
人
に
お
茶

を
運
び
、
頂
き
方
、
お
も
て
な
し

の
心
遣
い
と
と
も
に
、
客
と
し
て

招
か
れ
た
時
の
作
法
な
ど
も
披
露

し
ま
し
た
。

　

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊
本

市
）
で
開
か
れ
た
贈
呈
式
に
臨
ん

だ
町
社
協
の
原
田
博
徳
事
務
局
長

は
「
巡
回
相
談
な
ど
社
協
の
各
種

取
り
組
み
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
県
支
部
は
県
内
に
営
業
拠
点

を
置
く
生
命
保
険
会
社
22
社
で
組

織
。
毎
年
、
営
業
職
員
ら
が
募
金

を
行
っ
て
県
内
の
社
協
に
車
両
を

贈
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

嘉
島
町
消
防
団
は
昨
年
12
月
28
、

29
の
両
日
、
火
災
や
犯
罪
か
ら
地

域
住
民
を
守
る
た
め
、
年
の
瀬
に

欠
か
せ
な
い
年
末
警
戒
に
各
地
区

で
当
た
り
ま
し
た
。

　

28
日
は
町
長
に
よ
る
巡
視
激
励

が
あ
り
、
詰
め
所
前
に
団
員
た
ち

が
整
列
＝
写
真
。
部
長
か
ら
「
た

だ
い
ま
年
末
警
戒
中
、
異
常
あ
り

ま
せ
ん
‼
」
と
気
合
の
入
っ
た
報

告
を
受
け
、
荒
木
町
長
、
佐
藤
光

正
団
長
も
「
地
域
の
安
全
安
心
確

保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
奮
起

を
求
め
る
督
励
を
行
い
ま
し
た
。

　

整
列
状
況
、
規
律
動
作
な
ど
の

審
査
結
果
は
次
の
通
り
。

　

▽
１
位　

第
１
分
団
第
１
部

（
井
寺
）
▽
２
位　

第
１
分
団
第

２
部
（
下
六
嘉
）
▽
３
位　

第
２

分
団
第
１
部
（
北
甘
木
）

　
「
嘉
島
親
子
茶
道
教
室
」
が
下

六
嘉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
の
伝

統
文
化
親
子
教
室
事
業
で
原
則
、

第
２
・
４
土
曜
の
月
２
回
開
催
。

　

裏
千
家
正
教
授
の
杉
本
宗
美
さ

ん
ら
の
指
導
で
、
12
月
23
日
に
催

さ
れ
た
発
表
茶
会
の
テ
ー
マ
は

「
ク
リ
ス
マ
ス
」。
受
講
す
る
小
中

学
生
た
ち
10
人
が
招
待
し
た
地
域

　

嘉
島
町
図
書
室
（
町
民
会
館

内
）「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」
に
12

月
半
ば
、
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な

ど
新
た
に
７
０
０
冊
余
り
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
文
庫
は
、
北
甘
木
の
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工
場
が
昨

夏
、
震
災
か
ら
完
全
復
旧
し
た
際
、

同
社
か
ら
グ
ル
ー
プ
挙
げ
て
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
を
も
と
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
先
の
児
童
図
書
や
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
な
ど
約
８
０
０
冊
に
続

き
、
今
回
が
増
冊
第
２
弾
で
す
。

　

な
お
、
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
は

書
庫
で
保
管
し
、
通
常
の
貸
し
出

し
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
読
み
聞
か

せ
団
体
な
ど
に
は
対
応
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
大
型
絵
本
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
た

「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」

嘉島親子茶道教室で学んだ作法、 
おもてなしが披露された発表茶会

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
12

月
22
日
、「
福
祉
巡
回
車
」
と
し

て
軽
乗
用
車
１
台
が
生
命
保
険
協

会
県
支
部
（
秋
元
滝
範
会
長
）
か

ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
福
祉
向
上
へ

「
巡
回
車
」を
寄
贈

生
保
協
会
県
支
部

年
末
警
戒

町
の
安
全
安
心

消
防
団
員
出
動

心
遣
い
〝
嘉
島
流
〞

心
遣
い
〝
嘉
島
流
〞

 

下
六
嘉 

「
親
子
茶
道
教
室
」で
発
表
会

「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」
増
冊

「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」
増
冊
町
民
会
館

町
民
会
館

図

書

室

図

書

室
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　年明けの風物詩「どんどや
（どんど焼き、左義長）」が今
年も新春の週末を中心に、嘉
島町内各地で繰り広げられま
した。
　このうち上島（１月７日）、
井寺（同 14 日）でも、数十
㍍もある笹を残した青竹を中
心に高々とワラや竹などを積

み上げ、火入れ。集まった地
区の皆さんは持ち寄った正月
飾りや書き初めなど投げ入れ
たり、鏡餅を焼いたりして
「新年も元気で」などと声を
掛け合っていました。
　どんどやは小正月行事の火
祭り。火に当たると風邪をひ
かないなどといわれています。

　

井
寺
区
で
12
月
23
日
、
清
村
幸
成
区
長
ら

有
志
20
人
が
地
区
再
興
を
願
う
「
復
興
も
ち

つ
き
」
を
地
元
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
自
宅
を
離
れ
、
仮
設
住
宅
暮

ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

正
月
用
の
餅
を
届
け
よ
う
と
前
年
に
引
き
続

き
実
施
。「
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
１
日

も
早
く
区
に
帰
っ
て
き
て
い
た
だ
き
、
ま
た

一
緒
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
思
い
を

込
め
、
30
㌔
の
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
鏡
餅
と
あ
ん
餅
は
、
準
備

し
た
ウ
ラ
ジ
ロ
と
ユ
ズ
リ
ハ
を
添
え
て
「
井

寺
で
待
っ
と
り
ま
す
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

仮
設
住
ま
い
の
井
寺
区
民
の
皆
さ
ん
に
配
る

「
復
興
も
ち
つ
き
」
に
取
り
組
む
有
志
の
皆
さ
ん

どんどや

もちつき

迎春2018

年明け 無病息災、無病息災、家内安全願って家内安全願って

年の瀬難局乗り越え 難局乗り越え 復興を誓う復興を誓う
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　嘉島町文化センターで１月８日、劇団ぱ
れっとの人形劇が上演されました。同セン
ターが毎年開催している自主事業です。
　今回の演目は、おなじみのウサギとタヌキ
の大騒動「かちかち山」。劇団員の方々の巧
みな声色、人形遣いに、独自の工夫も加わり、
約１時間の上演中、盛んに歓声が上がって、
観賞に訪れた約 60 人の子どもも大人も楽し
いひとときを過ごしていました。

　

嘉
島
幼
稚
園
「
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
12
月
20
日
、
町
総
合
運
動

公
園
で
開
か
れ
、
全
園
児
75
人
が

１
周
４
０
０
㍍
の
ト
ラ
ッ
ク
走
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

９
年
前
の
開
園
以
来
続
く
年
末

恒
例
の
ト
ラ
イ
ア
ル
。
年
少
組
１

周
、
年
中
組
１
周
半
、
年
長
組
２

周
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
す
。
園
児
た

ち
は
応
援
の
保
護
者
ら
の
盛
ん
な

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
元
気
い
っ

ぱ
い
駆
け
抜
け
、
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
春
恒
例
の
嘉
島
東
小
持
久
走
大
会

が
１
月
20
日
、
同
小
一
円
で
開
か
れ

ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
学
校
周
辺
を
巡
る
１
・
２
年

１
㌔
、
３
・
４
年
２
㌔
、
５
・
６
年
３

㌔
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

青
空
が
広
が
る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
あ
っ
て
児
童
は
元
気
い
っ
ぱ

い
ス
タ
ー
ト
。
沿
道
に
繰
り
出
し
た
大

勢
の
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
「
頑

張
れ
！
」
な
ど
盛
ん
な
声
援
を
受
け
な

が
ら
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
、
児
童

は
そ
れ
ぞ
れ
事
前
に
ゴ
ー
ル
予
想
タ
イ

ム
を
宣
言
し
て
お
り
、
実
際
の
タ
イ
ム

と
比
べ
、
思
わ
ぬ
好
タ
イ
ム
に
ニ
ッ
コ

リ
す
る
子
も
い
ま
し
た
。

劇団ぱれっとの人形劇

　

嘉
島
東
小
の
４
年
生
を
対
象
に
し
た
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
12
月
19
日
開
か
れ
、
児
童
ら

は
症
状
の
特
徴
や
対
応
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
、
早
川
眞

澄
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
今
後
ま
す
ま
す
認
知
症
の

方
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
高
齢
化
社
会
の
実
情
を

紹
介
。
認
知
症
に
関
し
、
物
忘
れ
と
は
違
う
脳
の
病

気
で
あ
り
、
食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
と

い
っ
た
時
間
、
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
特
有
の
症

状
な
ど
説
明
。
紙
芝
居
「
だ
い
す
き
だ
よ
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
な
ど
も
使
い
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

認
知
症

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
養
成
嘉
島
東
小

嘉
島
東
小

講
座
開
く

講
座
開
く

　
　

沿
道
の
声
援
を
受
け
力
走
す
る
東
小
の
児
童
ら

校外ぐるっと力走校外ぐるっと力走
――― 嘉島東小「持久走大会」

さ
あ
マ
ラ
ソ
ン

園
児
も　

　

駆
け
る

 

嘉
島
幼
稚
園

人形劇に盛んな歓声人形劇に盛んな歓声嘉　島　町
文化センター
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嘉
島
西
小
で
国
際
交
流
会

　

嘉
島
西
小
で
12
月
18
日
、
国
際
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
＝
写
真
。
前
月
行
っ
た
英
語
教
育
に
関
す
る

中
間
研
究
発
表
会
の
学
習
を
も
と
に
県
内
の
外
国
語

指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
嘉
島
町
の
暮
ら
し
な
ど
を

紹
介
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

10
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
、
５
年
生
が
拍
手
で
出
迎
え
。

自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
で
、
お
互
い
に
英
語
で
質
問
、
応

答
し
合
っ
た
り
、
各
地
域
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
Ａ

Ｌ
Ｔ
に
嘉
島
や
上
益
城
な
ど
の
魅
力
を
説
明
し
た
り
。

児
童
た
ち
は
「
緊
張
し
た
け
ど
、
う
ま
く
説
明
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
が
気
軽
に
話
し
か

け
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　嘉島西少年野球クラブ（一野恭男監督、部
員 19 人）は１月７日、足手荒神に初詣、今
年の活躍を祈願した後、ごみ拾いにも取り組
みました＝写真。
　嘉島西小から足手荒神までランニングして
初詣。帰りは学校までの道すがら空き缶など
のごみ拾い。部員らは日ごろお世話になって
いる方々への感謝と恩返しの気持ちを込めて、
ビニール袋にごみを拾い集めました。
　学校に戻った後、保護者が用意したおにぎ
りと豚汁で楽しいひとときを過ごし、練習に
汗を流しました。

活躍誓いごみ拾いも活躍誓いごみ拾いも嘉　島　西
少年野球ク

　

嘉
島
中
生
徒
会
の
平
成
30
年
度

執
行
部
は
年
が
明
け
て
実
働
に
入

り
、
新
生
徒
会
長
の
後
藤
真
愛
さ

ん
（
２
年
）
は
「
先
輩
方
が
築
き

上
げ
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

新
し
い
嘉
島
中
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
っ
て
昨
年
11
月
、

新
た
に
選
出
さ
れ
、
生
徒
会
認
証

式
を
経
て
前
執
行
部
か
ら
引
き
継

い
だ
会
長
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
次

の
通
り
で
す
（
敬
称
略
。
◎
委
員

長
、
○
副
委
員
長
）。

　

◇
副
会
長　

白
神
尚
也
、
荒
木

さ
く
ら
◇
書
記
・
会
計　

山
﨑
優

志
、
芦
田
来
夢
◇
議
長　

山
崎
永

航
◇
副
議
長　

本
田
優
菜
、
布
田

美
琴
◇
委
員
会
▽
学
級　

◎
藤
本

南
海
○
北
村
愛
希
穂
▽
体
育　

◎

家
入
涼
輔
○
栗
﨑
音
々
▽
保
健　

◎
竹
坂
美
咲
○
澤
田
博
輝
▽
文
化　

◎
松
村
梨
里
愛
○
的
場
脩
▽
広
報　

◎
牛
島
心
海
○
森
下
花
純
▽
安

全　

◎
甲
斐
愛
未
○
宮
崎
慧
▽
美

化　

◎
上
野
龍
我
○
廣
田
葵
▽
生

活　

◎
立
石
晃
誠
○
德
岡
優
実
▽

給
食　

◎
村
中
登
一
○
小
谷
翠
▽

図
書　

◎
山
口
彩
夢
○
堀
田
愛
心

▽
放
送　

◎
塩
津
和
浩
○
下
西
佳

夏
子

嘉島中生徒会の新執行部の皆さん。写真上は後藤会長はじめ
副会長、書記・会計、正副議長。写真下は各委員会の正副委員長

生
徒
会
の
新
執
行
部
実
働

生
徒
会
の
新
執
行
部
実
働

伝統伝統のの〝嘉島中〟〝嘉島中〟新たに新たに
広報かしま 2018.2
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

県
内
で
は
「
消
費
料
金
に
関
す
る

訴
訟
最
終
告
知
」
な
ど
と
い
う
は
が

き
が
多
数
郵
送
さ
れ
る
と
い
う
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
公
的
機
関
を

装
っ
た
通
知
で
あ
る
た
め
驚
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

架
空
請
求
詐
欺
で
す
の
で
、
決
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
連
絡

せ
ず
、
警
察
や
役
場
に
相
談
す
る
な

ど
し
、
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）12 月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.12 1 71 0 0 3 0 0 0

H29 累計 71 770 0 0 29 9 1 11

前年比 -12 -156 -4 -1 -1 +1 +1 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.12 14 183 0 0 5 3 0 0

H29 累計 235 2330 10 0 50 20 3 25

前年比 +6 -167 -8 -7 +8 -4 +1 +2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

　近年、スマートフォン、ゲーム機などネット利用により、犯罪やいじめなど
の加害、被害双方の当事者となる子どもたちが増加傾向にあり、深刻な問題に
なっています。
　便利なスマートフォンなどに潜む危険を知り、フィルタリングサービスを利
用するなど、被害に遭わないための対策をとりましょう。

●名前、顔写真、学校名などは書き込まない
●友達にメールやメッセージのやり取りを強要しない
●利用する場所や時間を決める
●パスワードは保護者が管理する
●トラブルの時は、すぐ保護者に相談する　　　　など

あ　会わないで！（知らない人と）
と　撮らないで！（自分の裸、下着姿を）
が　画像を送らないで！
こ　個人情報を載せないで！
わ　悪口を書き込まないで！
い　いじめないで！（ネットを使って）

広報かしま2018.2
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嘉島町消防団員募集
　嘉島町消防団は若い新入団員を募集しています。２月から３月にかけて団員が勧誘にお伺いしま
す。消防団は地域の若者同士が楽しく集う場であり、災害対応のノウハウを培う場でもあります。
積極的に入団し、皆さんが住んでいらっしゃる地域のために貢献しましょう！
　また、各地域の取り決めにより、入団されない場合、地域のために消防団活動をしている方との
不公平をなくすため、協力金をお願いする場合がありますのでご了承ください。

熊本地震でも大活躍！　消防団は地域の最も身近なボランティア !!
　一昨年の熊本地震の際には人命救助や地域の巡視などを中心に活動し、多くの人命を救い、地域
の治安維持活動に大きく貢献しました。消防団は〝自分たちのまちを、自分たちで守りたい〟とい
うココロで活動をしている団体です。地域住民にとって消防団は最も身近なボランティアであり、
いざという時に頼りになる存在です。

なぜ消防団が必要なのか？
　けたたましく鳴り響くサイレンの音…。そこには、炎に包まれ途方にくれている人がいるかもし
れません。その人は誰かの大切な家族であり、友人であり、恋人であるはずです。助けに来てくれ
る人を待っているかもしれません。
　さあ、あなたの出番です。地域のことをよく知っている消防団は、地域に密着した効果的な消火・
救助活動を行うことができます。

消防団員の処遇と任務は？

　消防団員は非常勤特別職の地方公務員として処遇されます。

入団資格 ・嘉島町に居住し、または勤務する方
・年齢 18 歳以上の方

入団後の
待　遇

・ 消防活動中、負傷した場合の補償制度があります
・ 消防団活動に必要な制服などが貸与されます

　消防団の任務

平　 常　 時
・火災予防運動（巡回広報、一人暮らし老人宅調査など）
・警備警戒活動（年末警戒など）
・教育訓練活動（出初め式、規律訓練、操法訓練など）
・消防機械器具などの点検、整備

災　 害　 時
・火災（建物火災、枯れ草火災、車両火災など）
・風水害（台風、集中豪雨、洪水）
・地震
・その他（人命救助、避難誘導、行方不明者捜索など）

その他の活動
消防防災活動だけでなく、地元の祭りなどにも参加しています。
※ 消防音楽隊は、出初め式や消防点検、その他消防啓発のため、
積極的に地域のイベントに参加しています

消防音楽隊の隊員も募集しています！
　　吹奏楽などの経験、性別、年齢は問いません。興味のある方はお問い合わせください。

　　【お問い合わせ先】嘉島町役場総務課　消防担当　☎２３７－１１１２
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↑

ご
注
意
く
だ
さ
い

防
災
無
線
で
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
の

訓
練
放
送
が
あ
り
ま
す
！

　

地
震
・
津
波
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど

の
発
生
に
備
え
、
３
月
14
日
に
「
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練
」
が
全
国
各
地

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
嘉

島
町
で
も
町
内
の
防
災
無
線
で
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。
放

送
内
容
な
ど
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　

〇
実
施
日
時

　
　

３
月
14
日
（
水
）
午
前
11
時
ご
ろ

　

〇
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

　

で
す
」　

※
３
回
繰
り
返
し

　
　

役
場
総
務
課

☎
２
３
７－

１
１
１
２

児
童
手
当
（
２
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　

平
成
29
年
10
月
分
〜
同
30
年
１
月
分

の
児
童
手
当
は
、
２
月
９
日
（
金
）
に

そ
れ
ぞ
れ
ご
希
望
の
金
融
機
関
口
座
に

振
り
込
み
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

動
物
由
来
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に

　

ペ
ッ
ト
な
ど
の
動
物
か
ら
人
へ
う
つ

る
感
染
症
の
こ
と
を
動
物
由
来
感
染
症

と
い
い
、
寄
生
虫
感
染
症
も
そ
の
一
つ

で
す
。
寄
生
虫
の
駆
除
や
予
防
を
定
期

的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

人
へ
の
感
染
症
防
止
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
際
、
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
定
期
的

な
検
診
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
他
の
感
染

症
防
止
対
策
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－

２
２
４
８

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
別
最
低
賃
金　
　
　

７
３
７
円

○
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金 

・ 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業　
　
　
　
　
　

７
８
２
円

・ 

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

８
３
２
円

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
７
４
０
円

※
適
用
範
囲
あ
り

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
３
５
５－

３
２
０
２

募
っ
て
い
ま
す

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
募
集

○
募
集
人
員　

２
人
程
度

○ 

必
要
な
条
件　

看
護
師
な
ど
の
資

格
を
有
す
る
方
、
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
で
一

定
の
入
力
作
業
が
で
き
、
普
通
自
動

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

３ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑩　期介護保険料
保育所利用料………… ３ 月分
下水道使用料………… ２ 月分
納期限日（口座振替日）
　　４月２日（月）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

町税務課員が対応します。
※ 確定申告期間中（２月 16日～３月 15日）
はお休みさせていただきます。

● 先月号で掲載していた 2月 28日も、休ませ
ていただきます。申し訳ありません。

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

車
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

○ 

応
募
方
法　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書

（
市
販
の
も
の
で
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
後
記
の
提
出
先
ま
で

ご
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
業
務
内
容

　

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
業
務

○
任
用
期
間

　

４
月
１
日
か
ら

広報かしま2018.2
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平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

○
勤
務
時
間
等　

　

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の

　

８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で

○
選
考
方
法　

　

書
類
審
査
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
提
出
期
間　

　

２
月
13
日
（
火
）
か
ら

　

２
月
23
日
（
金
）
ま
で

※ 

土
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
半
か
ら

17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
は
２
月
23
日

（
金
）
消
印
有
効
。

○
提
出
先　

嘉
島
町
上
島
５
５
１

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会　

宛

　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

保
育
園
の
園
庭
開
放

東
部
幼
光
保
育
園

○
日
時

　

２
月
15
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

詳
し
く
は
東
部
幼
光
保
育
園
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

嘉
島
保
育
園

○
日
時

　

３
月
２
日
（
金
）
９
時
半
〜
11
時
半

○
場
所　

嘉
島
保
育
園

　

当
日
開
催
さ
れ
て
い
る
ひ
な
ま
つ
り

会
の
見
学
も
で
き
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
嘉
島
保
育
園
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
保
育
園

☎
２
３
７－

１
０
１
６

※
い
ず
れ
も
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

前
日
ま
で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日

は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別

の
園
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
17
回
日
時　

　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
、
第
30
回
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好

家
の
方
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣

道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な

た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

○
競
技
会
場　

県
民
総
合
運
動
公
園
ほ

か○
日
程
（
予
定
）

　

５
月
９
日
（
水
）
〜
20
日
（
日
）

○
参
加
資
格　

県
内
在
住
者
で
、
平
成

31
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）。　

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は

50
歳
代
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
千
円
。

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

○
申
し
込
み
方
法　

役
場
町
民
課
ま
た

は
教
育
委
員
会
設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　

生
き
が
い
推
進
課

☎
３
５
４－

３
０
８
３

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が

お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て

も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割

制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が

多
い
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年

前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
（
６
カ

月
・
１
年
・
２
年
前
納
の
申
込
期
限
は

２
月
末
）。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
け
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望

の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

↑
【
14
面
に
続
く
】

広報かしま 2018.2

13



　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目
で
３
２
４
０
円
程
度

※ 

項
目
数
な
ど
で
費
用
額
が
異
な
り
ま

す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
が
後
日
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

地
域
の
子
育
て
応
援
団
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

冠
婚
葬
祭
や
兄
弟
姉
妹
の
用
事
、
保

育
施
設
の
送
迎
や
放
課
後
ま
た
は
学
童

保
育
終
了
後
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
子
ど
も
を
預
け
た
い
け
れ
ど
預
か
っ

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
お
困
り
の
子

育
て
世
代
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い

方
（
利
用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

方
（
協
力
会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
会
員
（
お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
健

康
な
方
）
は
登
録
制
で
、
預
か
る
子
ど

も
は
生
後
３
カ
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
で
す
。
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預

か
る
こ
と
も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利

用
会
員
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
習
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申
し
込

み
を
。
予
約
制
の
託
児
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
講
習
会
日
時

　

２
月
23
日
（
金
）
９
時
〜
16
時

○
場
所　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

　
　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
２
３
７－

５
５
５
９

受
け
付
け
10
時
〜
16
時

　

☎
０
８
０
（
２
６
９
０
）
０
１
３
８

仕
事
探
し
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
１
階

に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
予
約
制
で
す
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
な
ど

○
利
用
時
間　

　

月
曜
〜
金
曜

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

○
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
火
の
用
心

　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」

○
期
間　

３
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

○
住
宅
防
火
と
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
消
火
器
を

設
置
し
、
寝
具
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防

炎
品
を
使
用
す
る

・
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る　

　

嘉
島
町
消
防
団
・
上
益
城
消
防
本
部

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

飼
い
犬
・
飼
い
猫
に
は

避
妊
去
勢
手
術
を
！

　

動
物
を
飼
う
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
。

捨
て
猫
や
捨
て
犬
を
か
わ
い
そ
う
に
思

い
、
捨
て
た
人
に
怒
り
を
感
じ
る
あ
な

た
も
、
動
物
を
飼
っ
た
時
に
適
切
な
繁

殖
制
限
を
し
な
い
と
、
増
え
て
し
ま
っ

た
動
物
を
「
捨
て
る
」
側
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
猫
や
犬
は
本
能
で
繁
殖
す
る

の
で
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
で
き
ま

せ
ん
。
望
ま
な
い
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
ペ
ッ
ト
に
は
避
妊
去
勢
手
術
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑
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借
金
（
債
務
）
が
予
定
通
り
返
済
で

き
な
く
な
る
と
、
精
神
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

１　

任
意
整
理

　

 　

個
々
の
責
任
者
と
任
意
の
話
し
合

い
を
し
て
、
返
済
方
法
に
つ
い
て
合

意
を
す
る
も
の
で
、
弁
護
士
な
ど
に

依
頼
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
利
息

制
限
法
に
基
づ
く
債
務
の
減
額
や
将

来
の
利
息
の
減
免
な
ど
を
債
権
者
と

話
し
合
い
、
支
払
総
額
を
少
な
く
し

た
う
え
で
３
年
か
ら
５
年
を
め
ど
に

完
済
す
る
約
束
を
し
ま
す
。

２　

個
人
再
生

　

 　

全
て
の
債
権
者
を
相
手
と
し
て
、

債
務
額
の
一
定
割
合
を
、
原
則
３
年

間
、
最
長
５
年
間
で
支
払
い
、
残
り

の
支
払
い
を
免
除
さ
れ
る
地
方
裁
判

所
の
手
続
き
で
す
。
裁
判
所
に
返
済

計
画
を
提
出
し
、
認
め
ら
れ
た
計
画

通
り
返
済
す
れ
ば
、
残
り
の
債
務
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
後
述
の
破
産
手
続

き
と
違
い
、
資
格
を
失
っ
た
り
特
定

の
職
業
に
就
け
な
か
っ
た
り
制
限
や

免
責
不
許
可
事
由
は
な
く
、
住
宅
を

失
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

任
意
整
理
と
は
違
い
、
同
意
し
な
い

債
権
者
に
も
等
し
く
効
力
が
及
び
ま

す
。

３　

特
定
調
停

　

 　

借
金
の
整
理
を
す
る
た
め
に
工
夫

さ
れ
た
簡
易
裁
判
所
の
調
停
手
続
き

で
す
。
調
停
委
員
が
申
立
人
の
生
活

や
収
入
の
状
況
と
債
務
者
の
考
え
と

に
基
づ
き
、
双
方
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
調
整
し
て
、
返
済
の
金
額
や
方

法
に
つ
い
て
合
意
に
導
き
ま
す
。

４　

自
己
破
産
・
免
責

　

 　

財
産
の
全
部
を
債
務
の
返
済
に

充
て
（
破
産
手
続
き
）、
そ
れ
で
も

債
務
が
残
る
場
合
に
支
払
い
を
免
れ

る
（
免
責
）
地
方
裁
判
所
の
手
続
き

で
す
。
財
産
を
隠
し
た
り
、
う
そ
の

説
明
を
し
た
り
し
な
け
れ
ば
基
本
的

に
は
免
責
許
可
決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
範

囲
の
現
金
を
所
持
で
き
ま
す
し
、
換

金
し
な
く
て
も
よ
い
財
産
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
の
無
料
相

談
も
で
き
ま
す
の
で
、
借
金
問
題
を
抱

え
て
い
る
方
は
少
し
で
も
早
く
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

《
借
金
の
返
済
に
困
っ
た
ら
》

見
守
り
新
鮮

情
報
2
月
号

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

２
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

　

３
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。　

定
員（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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震災から２年を迎えようとしています。環境が大きく変化した方、
生活がある程度落ち着いた方、さまざまだと思います。皆さん、自
分を振り返ってみて下記のような症状はありませんか？

もしかしたら「PTSD：心的外傷後ストレス障害」かもしれません。
震災などの怖い体験が気づかないうちに心の傷となり、今でも上記
のような症状を引き起こしてしまいます。誰にでも陥る可能性があ
り、生活が落ち着いた今だからこそ症状が出やすくなります。
一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

怒りっぽい
突然震災のこと
を思い出す

震災を思い出さない
ようにしている

憂鬱（うつ）
になる

音、揺れに
敏感

よく眠れない
途中で目が覚める

震災を思い出し
涙が出る
動揺する

相談窓口　嘉島町役場町民課保健係　☎ 237-2574
　　　　　熊本こころのケアセンター　☎ 385-3222（相談専用）

参考：知ることから始めようみんなのメンタルヘルス（厚生労働省）
　　　http://www.mhlw.go.jp/kokoro/index.html
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　公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会は、2020 大会時の入賞メダルの
原材料となる金・銀・銅を不要となった携帯電話などの小型家電機器から抽出されるリサイクル金属で
調達する国民参画型のプロジェクトを実施しています。
　この機会にご自宅で眠っている携帯電話などの提供を通じて金・銀・銅メダル製作に参加してみませんか？
　嘉島町では、ごみ減量と希少資源の有効活用に向けた取り組みとして、リネットジャパン株式会社と
使用済み小型家電の回収に関する連携協定を締結しました。リネットジャパンは、国の認定事業者であ
り全国で唯一宅配便を活用して使用済み小型家電を回収しています。

回収方法

・自宅からの「宅配回収」→住民の方々の自宅から小型家電を直接回収。回収業者リネットジャパン
・ 自治体による「ボックス回収」→役場建設課備え付けの携帯電話専用の小型回収ボックス（携帯電話・
スマホのみ）

宅配便回収料金
・箱に入れば、何点入れても１箱 1,500 円（税抜き）。ただし回収にパソコン本体が含まれると無料。
※ご家庭で使用したパソコンに限ります。
※ ２箱目以降のパソコン回収やパソコン本体を含まない場合（例：モニターのみ）は、通常回収料金
の 1,500 円（税抜き）が必要です。
※ 段ボール事前送付サービスやデータ消去おまかせサービスなどのオプションについては、通常料金
が必要です。

回収要領
・縦、横、高さの３辺の合計が 140㌢以内の段ボールに入る小型家電製品であれば回収できます。
例えば　 パソコン本体・パソコン周辺機器・携帯電話・カメラ・ゲーム機・電子楽器・音響機器・キッ

チン家電・生活家電など。詳細は http://www.renet.jp/     
（主に小型家電リサイクル法に基づく 28 品目）

※箱の重さは、小型家電製品を入れた状態で 20㌔以内です。
※家電リサイクル法が適用される製品は回収できません（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン）。
※石油・ガスを利用する製品（石油ストーブなど）も回収できません。
※家庭で使用していないもの（事業所などで使用したもの）は対象外です。

支払い方法
・次の通りです。　１．クレジットカード
　　　　　　　　　２．銀行ネット決済
　　　　　　　　　３．現金
※詳細はリネットジャパンのホームページをご参照ください。

申し込み方法
・ リネットジャパンにインターネット（パソコンまたはスマートフォン）から申し込むことで宅配事
業者が希望日時にご自宅まで回収（有料）に伺います。
　http://www.renet.jp/
　コールセンター　０５７０－０８５－８００

　　【お問い合わせ先】役場建設課環境係　☎２３７－２６１９

広報かしま 2018.2

17



各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

２

10 土 第 11回リベルタチャレンジＣＵＰ 競技場 10：00～ リベルタサッカースクール　17日も開催

12 月 第 20回熊本県下市役所職員親善サッカー大会 競技場 9：00～ 熊本市役所サッカー部

17 土 第 1回九州中学野球錬成会熊本大会 野球場 9：00～ 九州中学野球錬成会実行委員会18日も開催

24 土 2017年度熊本県学生サッカーフェスティバル 競技場 10：00～ 熊本県サッカー協会

25 日 熊本県立第一高校・第二高校サッカー部交流戦 競技場 9：00～ 第一高校・第二高校サッカー部保護者会

３

3 土 2017年度熊本県学生サッカーフェスティバル 競技場 10：00～ 熊本県サッカー協会　4日も開催

3 土 第 3回嘉島水の郷ＣＵＰシニアサッカー交流大会 競技場 19：00～ 嘉島町体育協会サッカー種目部　10日・18日も開催

10 土 第 7回ＪＡかみましき〝よかよかうまか〟ＣＵＰ 競技場 9：00～ 上益城農業協同組合

11 日 2018第 9回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 9：00～ 九州サッカー協会　18日も開催

17 土 熊本県サッカー協会ミドルリーグ 競技場 18：00～ 熊本県サッカー協会　18日も開催

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

1月 19日現在

嘉島町総合運動公園

12 月大会　熱戦12月大会　熱戦
　嘉島町ビーチボールバレー協会は 12 月 17 日、
震災の影響で開催を見合わせていた例会を約１年
10 カ月ぶりに再開しました。
　嘉島中体育館で開かれた 12 月大会には８チー
ム（うち女子４チーム）が参加、久々のラリーで
熱戦を繰り広げました。成績は次の通りです。
▷一般　①土曜会Ａ②ロッカーズ③土曜会Ｂ
▷女子　①クレールＡ②クレールＢ③ファミリーズ
※ ビーチボールバレーは初心者でも取り組みやす
いスポーツです。詳しくは事務局まで。

メールアドレス kashima.bbva@gmail.com

12
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・
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で
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同
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ク
レ
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

月の満ち欠け　 
 佐藤正午

ヒストリア
 池上永一

終わった人
  内館牧子

琥珀の夢　小説　鳥井信治郎　上・下
 伊集院静

かがみの孤城
 辻村深月　

君たちはどう生きるか　
 吉野源三郎

顔ニモマケズ　どんな「見た目」でも幸せになれ
ることを証明した9人の物語
 水野敬也　

やっぱりかんたんがおいしい！
スーパー主婦・足立さんのお役立ちレシピ
 足立洋子

妊娠中のおいしい食事と栄養
 田中守・牧野直子＝監修

九州絶品温泉、ドコ行こ？
　 北出恭子

イラストでわかる
都道府県じてん　
　 成美堂出版＝編者

文豪図鑑　あの文豪の素顔がわかる
 開発社＝編者

イラストでわかる
13歳から自立できる家事の基本
 丹伊田弓子＝監修

大人気！！親子で遊べるたのしい！あやとり
 野口廣＝監修　野口とも＝著

マンガ版将棋入門
 藤井ひろし

いちばんわかりやすい　そろばん入門
 髙柳和之＝監修

人くい鬼
　 グリム＝原作　こねみゆら＝文と絵

なまけてなんかない！
ディスレクシアの男の子のはなし
 品川裕香＝作　北原明日香＝絵

えいごおはなし絵本Ⅰ
 ケイト・クリッペンスティーン＝文

生命ふしぎ図鑑　脳とからだ
 　‐運動，感覚，思考のひみつ‐
 スティーブ・パーカー＝著
 デイビッド・ウェスト＝絵　井上貴央＝訳

おすすめ本

○ 嘉島町民会館は３月に再オープンの予定です。上記の催しは１月31日現在。正式な開演時間など
詳細は各主催者にご確認ください。
○予約状況などは、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

3

4 日 やまなみこども園発表会 9:00 無料 やまなみこども園 
 ☎ 096-369-1866

11 日 ドレミ保育園発表会 10:00 無料 ドレミ保育園 
 ☎ 096-369-5598

13 火 熊本県会議支援専門員更新研修 - 無料 熊本県介護支援専門員協会
 ☎ 096-288-6553

18 日 かしま太鼓定期発表会 13:30 無料 かしま太鼓保存会 
 ☎ 096-237-0058

21 水 音楽教室発表会 9:30 無料 古城楽器 
 ☎ 096-384-1989

4
8 日 歌謡発表会 - 無料 平田京子歌謡教室

 ☎ 090-4346-2570

15 日 カラオケ発表会 9:30 無料 くま協ドリーム会 
 ☎ 090-7394-3545
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　平成 29 年 10 月 14 日、熊本市のパークドーム熊本で、熊本県人権子ども集会
が開催され、嘉島町からも西小・東小・嘉島中の児童・生徒・保護者そして先生
方が参加しました。この集会は、県教育委員会の主催で、部落差別をはじめあら
ゆる差別をなくし、一人一人の人権が尊重される人権共存社会の実現を目指して
開催されており、毎年県内各地から約８千～９千人が参加しています。大規模な
集会ですが、なんと子ども実行委員 10 人により企画・運営されており、本年度
で 20 回目を迎えています。県内の小学校１校、中学校１校、高校１校からの発
表が中心で、本年度は県教育委員会からの要請で嘉島中生徒会が発表しました。

　嘉島中生徒会は、熊本
地震で自宅や学校が被災
した中、自分たちにでき
ることは何かということ
を考え、避難所の掃除、
物資の運搬・配付のボラ
ンティア活動、花植え
など実際に行動してきた
ことについて発表しまし
た。互いに助け合うこと
の大切さ、人々のつなが
り、きずなの大切さなど

私たちが大事にすべきことをあらためて気づかせてくれる発表でした。
　後半はあらゆる差別やいじめをなくしていくために、子ども実行委員から自分
たちが行動すべきことの集会アピールの提案があり、参加者全員の拍手によって
採択されました。そして最後は、「広げよう　一人一人の笑顔　～ありがとうの
思いを込めて～」のテーマのもと、参加者全員が手話を交えて「世界に一つだけ
の花」を大合唱しました。
　この集会は、子どもたちの人権尊重の意識を高め、先生方・保護者の方々にも
人権教育のすばらしさを感じてもらえる集会となっています。また、各学校で事
前や事後の取り組みを行うことで、参加者だけではなく、学校や地域全体へと
その効果が広がり、「人権尊重の精神に立った学校づくり・地域づくり」につな
がっています。参加したことのない方は、次回の人権子ども集会に参加してみて
はどうでしょうか。子どもたちが真剣に発表する姿から、きっと何か教えられる
ものがあると思います。
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人権問題の正しい理解のために 〔その309〕

県人権子ども集会から　嘉島中教諭　藤本　欣也
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New Years in Kumamoto
　Happy New Year! In the recent deep chill, I 
experienced my first snow in Kumamoto. I thought 
I would instinctively miss Canada, but actually I felt 
a burst of energy and motivation upon breathing in 
the cold air.
　Although the New Year has now passed, I would 
like to ask all of you how you spent it. Since I went 
back to Canada last year, it was my goal this year to 
thoroughly enjoy a Japanese-style new year.
　After all the end-of-year parties had finished, I 
was eating mikan alone when I was contacted by an 
acquaintance asking me to take part in mochitsuki. I 
wasn't sure if I could do it, but I was taught the way 
to do it, and I was able to eat freshly-pounded mochi. I 
also learned a lot of Japanese words, such as 'mortar', 
'pestle', 'grind' and 'knead'.
　On New Year's Eve, I ate toshi-koshi soba, and was 
taken to pray at Izumi Shrine, Ukishima Shrine and 
Uejima Shrine. Thanks to that, I felt as though I had 
really crossed over into a new year, much more so 
than if I had just done a countdown at Canada.
　Osechi-ryori, Kagami Biraki among other things, at 
first I was very surprised at the sheer number of 
customs. But over the course of the New Year, by 
the fact that so many people invited me into homes 
during their private hours, and allowed me to enjoy 
Japanese New Year in this way, I was reminded of the 
great pleasure of being an ALT. Drinking Kumamoto 

otoso, it was a winter holidy where my mind and body were able to relax. It was a special New 
Years that I am happy I remained in Japan to experience. To everyone in Kashima, I am looking 
forward to being here with you again in this new year!

熊本でのお正月
　新年明けましておめでとうございます！ この
前厳しい冷え込みがあって、熊本で初雪を経験し
ました。本能レベルでカナダが恋しくなるだろう
と思ったのですが、冷たい空気を感じ取ってなぜ
かやる気と元気が湧きました。
  皆さんはお正月気分が抜けた頃だと思いますが、
年末年始は、いかがお過ごしだったでしょうか？
一昨年の年末は、カナダに帰ったので、今年こそ
日本風のお正月をしっかり楽しもう！というのが
私の目標でした。
  忘年会が全部終わり、1人でミカンを食べてい
たら、お餅つきに来ませんか？と突然、日本人の
知り合いから連絡が来ました。私が行ってもいい
のかなと思ったのですが、参加してやり方を教え
てもらいながら、つきたてのお餅を食べることが
できました。そして「臼」と「杵（きね）」、「摺
（す）る」と「練る」などたくさんの日本語を覚

えました！
  大みそかには年越しそばを食べ、夜中に出水神
社、浮島神社、上島神社にお参りに連れて行って
もらい三社参りをしました。おかげで、カナダの
カウントダウンより何倍も年越し感を感じること
がきました。
　最初、日本の風習の多さには驚くべきものがあ
ると思いましたが、そんな中、お正月のプライ
ベートな時間に私を受け入れてくれた地域の方々
がいて、こんなに日本を楽しむことができたのは、
ALTの醍醐味（だいごみ）だなと再認識させら
れました。熊本のお屠蘇（とそ）も飲め、心身共
にリフレッシュできた冬休みを過ごすことができ、
今年日本に残って良かったなと思えるスペシャル
なお正月でした。嘉島町の皆さん、今年もよろし
くお願いします‼

（1月 15 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

餅つきに〝参戦〟。つきたてのお餅
に巡り合えた
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る
車
の
ワ
イ
パ
ー
と
天
気
予
報
で
雨
降
る
を
知
る 

冨
永　

照
代

き
さ
ら
ぎ
の
寒か

ん

の
最さ

な
か中

の
雪
割さ

い
て
梅
の
声
き
く
春
の
あ
し
お
と 

西
岡　

幸
止

夕
焼
け
に
色
づ
く
空
を
五
羽
六
羽
雲
仙
岳
へ
鴉

か
ら
す

は
飛
べ
り 

橋
本
ユ
キ
子

海
原
に
抹
香
鯨
が
潮
を
吹
く
石
盤
色
の
背
中
を
見
せ
て 

本
住　

晴
美

あ
し
原
の
水
辺
に
浮
け
る
お
し
ど
り
の
足
裏
白
く
ひ
ら
ひ
ら
泳
ぐ 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

永戸　加代 さん
（上島）

「
ニ
ワ
ト
リ
」

赤
星　

凛
さ
ん
（
嘉
島
東
小
１
年
）

増岡　恵子さん（上六嘉）
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新
春
早
々
執
り
行
い
ま
し
た
町
の
成
人
式
は
前

途
洋
々
た
る
皆
さ
ん
の
夢
と
希
望
に
彩
ら
れ
た

〝
笑
顔
の
花
〞
が
満
開
で
し
た
。
中
で
も
、
周
り

の
方
々
へ
の
細
や
か
な
心
配
り
い
っ
ぱ
い
の
代
表

謝
辞
、
交
通
安
全
宣
言
は
心
強
く
、
大
い
に
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
若
人
と
接
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
や
は
り
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
。
成
人
と

な
っ
た
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
人
生
を
切
り
開
く
た

め
切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ
た
く
ま
）
の
真
っ
最
中
で

あ
る
よ
う
に
、
ま
た
町
も
定
住
促
進
、
企
業
誘
致

を
図
る
「
地
方
創
生
」
の
真
っ
た
だ
中
。
全
国
町

村
会
へ
出
向
く
た
び
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

町
政
に
与
（
あ
ず
か
）
る
者
と
し
て
、
嘉
島
は

「
暮
ら
し
や
す
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
町
民

の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

震
災
被
災
者
の
方
々
の
恒
久
的
な
住
ま
い
確
保
を

支
援
し
、
こ
の
新
し
い
年
が
復
旧
・
復
興
へ
の

「
め
ど
が
立
っ
た
」
と
確
信
で
き
る
一
年
と
な
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
（
１
月
31
日
）

意

輪

１月の
　　 町長の動き

荒木町長談

４日 ・上益城地域振興局長来庁応対
 ・仕事始め式、庁内常会、辞令交付式、課長会議
 ・上益城広域連合仕事始め式
 ・熊本県町村会仕事始め式　
 ・熊本県土地改良事業団体連合会仕事始め式
 ・御船警察署訪問
 ・上益城地域振興局、上益城郡町村会訪問　
５日 ・嘉島リバゾン来庁応対
 ・かしま広域農場組合長来庁応対
 ・熊本県庁、熊本県共同募金会訪問
７日 ・嘉島町成人式　・熊日、RKK新春交礼会
９日 ・課長会議　・糸田堰土地改良区来庁応対
 ・熊本県解体業協会理事長来庁応対
 ・熊本日日新聞社より来庁応対
 ・イオンモール熊本来庁応対　
 ・熊本県建設産業団体連合会新年名刺交換会
10日 ・上京（～11日まで）
12日 ・熊本銀行来庁応対　・熊本県警察年頭視閲式
 ・公明党熊本県本部平成30年賀詞交歓会
 ・熊本県町村会トップセミナー
13日 ・熊本中央一般廃棄物処理施設候補地視察
15日 ・課長会議　・三郎無田区長来庁応対
 ・熊本県町村会来庁応対
 ・嘉島町商工会新年会
16日 ・自由民主党熊本県連新春の集い　
 ・熊本県中小企業団体中央会「2018年新春講演

会・新春賀詞交歓会」
17日 ・九州地区町村会長、事務局長会議
18日 ・大分県姫島村視察　・北甘木地区開発説明会
19日 ・上京（～20日まで）
 ・地域農政未来塾修了式
20日 ・元九州青年町村長会ミニシンポジウム
22日 ・課長会議
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本東税務署管内地区税務協議会総会
23日 ・上益城郡町長定例会議
24日 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
 ・上京（～27日まで）
25日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国自治協会理事会、全国町村職員生活協同

組合理事会
 ・全国自治協会評議員会
 ・都道府県町村会長会
 ・都道府県町村会正副会長交流会
27日 ・熊日郡市対抗女子駅伝大会結団式
29日 ・課長会議　・長期派遣職員辞令交付式
 ・市町村振興協会理事会
30日 ・宮城県訪問（～31日）

新成人への式辞で町の現状を説明し、期待を
込めてエールを送る荒木町長

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
野　

勝
久　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

ヨ
シ
エ　

様

　

増
永　

安
治　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

ハ
ル
エ　

様

　

武
田　

秀
夫　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

ツ
ヤ
子　

様

　

龍
田　

哲
也　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

サ
ツ
子　

様

　

松
本　

伸
幸　

様
（
下
仲
間
）

　
　
　

亡　

次
枝　

様

　

米
満　

秀
典　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

孝
智　

様

　

勝
本　

誠
治　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

純
子　

様

　

増
永　

幸
一　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

セ
ツ
子　

様

　

中
津　

和
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

髙
原　

ト
シ
コ　

様

　
　
　
　

1
月
19
日
現
在
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発行所 嘉島町
発行人 荒木 泰臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成30年２月９日

嘉島町の人口
平成30年１ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,217 人　

　男　　 4,490 人　

　女　　 4,727 人

世帯数　 3,451 世帯　（＋ 18）

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
節
分
の
時
季
に

は
、
お
店
で
さ
ま
ざ
ま
な
恵
方
巻
き

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

節
分
に
そ
の
年
の
恵
方
を
向
い
て
太

巻
き
を
食
べ
る
風
習
は
、
元
々
は
大

阪
の
海
苔
（
の
り
）
問
屋
協
同
組
合

が
節
分
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
っ
た

の
が
き
っ
か
け
と
い
う
説
も
。
あ
ま

り
風
習
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
わ
が
家

で
も
最
近
は
実
践
中
で
す
。「
食
べ

終
わ
る
ま
で
話
を
し
て
は
い
け
な

い
」
と
聞
き
ま
す
が
、
思
わ
ず
話
し

た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
種
の

縁
起
か
つ
ぎ
で
す
が
、
結
構
楽
し
い

も
の
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　

上
六
嘉
中
郡
地
区
の
新
春
恒
例

「
ど
ん
ど
や
綱
引
き
」が
１
月
14
日
、

金
畑
公
園
近
く
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
郡
地
区
で
は
例
年
、
小
正
月
行

事
の
ど
ん
ど
や
と
綱
引
き
を
一
緒

に
行
い
、
住
民
同
士
の
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
ど
や
の
火
入
れ
が
ひ
と
段

落
す
る
と
、
お
待
ち
兼
ね
の
綱
引

き
。
住
民
の
皆
さ
ん
は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
「
上
組
」
と
「
下
組
」

に
分
か
れ
、
大
綱
の
両
端
に
結
わ

え
た
引
き
綱
を
手
分
け
し
て
懸
命

に
引
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
勝
っ
た
方
が
豊
作
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　（－  3）

　（－  4）

　（－  7）

２月11日（日・祝）たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５

２月12日（月・振り替え）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３

２月18日（日） 　大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３

２月25日（日） 　香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１

３月４日（日） 　田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２

３月11日（日） 　大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３

今
年
も
元
気
に

☎

※今春の紙面刷新に伴い、本欄「休日当番医」は
　４月号から「お知らせ情報館」欄へ移ります。
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ご
両
親
：
牛
嶌
竜
太
さ
ん
、
文
愛
さ
ん
（
上
六
嘉
）

　
　
平
成
26
年
12
月
５
日
生

石
嶋
　
希
皇（
ね
お
）
く
ん

毎日元気いっぱーいです★いつもありがとう（＾ω＾）

牛嶌　彩華（あやか）ちゃん

平成29年７月15日生

平成27年９月１日生
　　　穂華（ほのか）ちゃんご

両
親
：
石
嶋
明
さ
ん
、
小
織
さ
ん
（
鯰
）

にいに　大好き また遊ぼうね♥


